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2023年６月５日 

各 位 

会 社 名 株式会社クエスト  

代 表 者 名 代表取締役 社長執行役員 岡 明男 

 （コード番号：2332東証スタンダード） 

問 合 せ 先  取締役 上席執行役員 小泉 裕 

 （電話番号：050-3785-3965）  

 

（訂正）「2023年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

2023年5月12日に公表しました「2023年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部に訂正すべき事

項がありましたので、下記のとおりお知らせ致します。 

なお、訂正箇所につきましては下線を付して表示しております。 

 

記 

１. 訂正の理由 

「2023年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に関し、「３．連結財務諸表及び主な注記 （5）連結財務

諸表に関する注記事項（会計上の見積りの変更）及び（セグメント情報等）」において、記載に誤りがありま

したので訂正致します。  

 

２．訂正の内容 
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3. 連結財務諸表及び主な注記 

（5）連結財務諸表に関する注記事項 

（会計上の見積りの変更） 

 

【訂正前】 

（耐用年数及び資産除去債務の見積りの変更） 

当連結会計年度において、本社の移転及びその時期を決定したため、移転後利用見込みのない固定資産について耐用

年数の見積りの変更をしています。 

また、不動産賃貸借契約に基づく原状回復に係る費用について、敷金のうち回収が最終的に見込めないと認められる

金額及び償却期間の変更を行っています。 

この見積りの変更により従来の方法に比べて当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそ

れぞれ15,169千円減少しています。 

 

【訂正後】 

（耐用年数及び資産除去債務の見積りの変更） 

当連結会計年度において、本社の移転及びその時期を決定したため、移転後利用見込みのない固定資産について耐用

年数の見積りの変更をしています。 

また、不動産賃貸借契約に基づく原状回復に係る費用について、敷金のうち回収が最終的に見込めないと認められる

金額及び償却期間の変更を行っています。 

この見積りの変更により従来の方法に比べて当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそ

れぞれ30,917千円減少しています。 
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（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び 

収益の分解情報 

 

【訂正前】 

  (単位：千円) 

 

報告セグメント 
その他 

(注１) 
合計 

システム開発 
インフラ 

サービス 
計 

売上高      

顧客との契約から 

生じる収益 
8,763,758 5,421,254 14,185,013 16,980 14,201,993 

外部顧客への売上高 8,763,758 5,421,254 14,185,013 16,980 14,201,993 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高(注２) 
― 19,721 19,721 ― 19,721 

計 8,763,758 5,440,976 14,204,735 16,980 14,221,715 

セグメント利益 1,483,994 833,644 2,317,639 4,532 2,322,171 

セグメント資産 815,074 4,839 819,914 ― 819,914 

その他の項目      

減価償却費 42,713 1,810 44,523 ― 44,523 

のれんの償却額 76,479 ― 76,479 ― 76,479 

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
― 458 458 ― 458 

 

【訂正後】 

  (単位：千円) 

 

報告セグメント 
その他 

(注１) 
合計 

システム開発 
インフラ 

サービス 
計 

売上高      

顧客との契約から 

生じる収益 
8,763,758 5,421,254 14,185,013 16,980 14,201,993 

外部顧客への売上高 8,763,758 5,421,254 14,185,013 16,980 14,201,993 

セ グ メ ン ト 間 の 内 部 

売上高又は振替高(注２) 
― 19,721 19,721 ― 19,721 

計 8,763,758 5,440,976 14,204,735 16,980 14,221,715 

セグメント利益 1,483,994 833,644 2,317,639 4,532 2,322,171 

セグメント資産 815,074 4,839 819,914 ― 819,914 

その他の項目      

減価償却費 42,713 1,810 44,523 ― 44,523 

のれんの償却額 76,479 ― 76,479 ― 76,479 

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
117,837 458 118,295 ― 118,295 
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（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容 

(差異調整に関する事項) 

 

【訂正前】 

    (単位：千円) 

その他の項目 

報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額 

当連結会計年度 当連結会計年度 当連結会計年度 当連結会計年度 

減価償却費 44,523 ― 52,784 97,308 

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
458 ― 185,262 185,720 

 

【訂正後】 

    (単位：千円) 

その他の項目 

報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額 

当連結会計年度 当連結会計年度 当連結会計年度 当連結会計年度 

減価償却費 44,523 ― 52,784 97,308 

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
118,295 ― 185,262 303,558 

 

以 上 


